


2016 年（平成 28 年）12 月 25 日　むるぶ　-3- 2016 年（平成 28 年）12 月 25 日　むるぶ　-2-

念
願
の
大
臣
賞
受
賞
で
す
ね

　

全
国
鰹
節
類
品
評
会
は
四
年

に
一
度
の
開
催
で
前
々
回
、
前

回
と
水
産
庁
長
官
賞
で
し
た

の
で
今
回
は
ど
う
し
て
も
欲
し

い
賞
で
し
た
。
焼
津
は
平
成
十

年
に
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
以
来

無
冠
状
態
が
続
い
て
い
た
の
で

鰹
節
の
地
域
代
表
と
し
て
も
是

非
と
も
獲
得
し
た
い
賞
で
し
た
。

正
直
な
と
こ
ろ
嬉
し
い
と
い
う

よ
り
も
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

荒あ
ら

本ほ
ん

節ぶ
し

は
少
数
派
で
す
ね

　

特
に
当
社
の
よ
う
に
江
戸
時

代
か
ら
営
々
と
続
い
て
い
る
燻い

ぶ

医
者
へ
の
夢
と
保
健
婦
へ
の
道

　

大
石
さ
き
は
大
正
五
年
三

月
、
朝
比
奈
太
次
郎
の
三
女
と

し
て
大
洲
村
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

郷
土
出
身
の
女
医
、
吉
岡
弥

生
に
憧
れ
、
医
者
に
な
ろ
う
と
、

十
四
歳
で
看
護
婦
、
二
十
三

そ
こ
知
り

志
太物

語
歳
で
助
産
婦
資
格
を
取
得
。
結

婚
後
、
夫
の
仕
事
の
関
係
で
中

国
に
行
き
、
敗
戦
と
な
り
ま
す
。

捕
虜
収
容
所
生
活
を
経
て
、
昭

和
二
十
一
年
帰
国
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
無
医
村
の
大
洲
村

で
は
保
健
婦
と
し
て
昼
夜
問
わ

ず
、
医
者
代
わ
り
に
呼
び
出
さ

れ
ま
し
た
。
乳
児
死
亡
が
多
く
、

志
太
病
院
の
二
階
堂
惣
四
郎
院

長
と
と
も
に
、
感
染
症
予
防
の

た
め
の
環
境
整
備
な
ど
に
尽
力

し
、
藤
枝
市
役
所
初
の
女
性
係

長
と
な
り
ま
し
た
。
五
十
八
歳

三
十
五
年
間
で
八
五
〇
回
の
公
演
開
催

映
画
ぷ
り
て
ぃ
・
ウ
ー
マ
ン
の
モ
デ
ル
に

演
劇
で
高
齢
者
に
健
康
作
り
を

訴
え
る
公
演
は
、
予
想
以
上
の

反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
二
年
、
劇
団
名
を

『
ほ
の
お
』
に
改
名
し
、
本
格

的
な
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

脚
本
は
大
石
が
作
成
、
リ
ハ

ー
サ
ル
は
一
度
か
二
度
。
台
詞

は
大
体
の
筋
書
き
を
覚
え
る
だ

け
で
ほ
と
ん
ど
が
ア
ド
リ
ブ
で
す
。

公
演
は
全
国
に
及
び
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
の
二
十
五
周
年

記
念
公
演
後
も
幾
多
の
要
望
に

応
え
て
活
動
し
、
平
成
二
十
三

年
、
最
後
の
三
十
五
周
年
公
演

は
八
五
〇
回
目
で
し
た
。

　

平
成
十
四
年
に
は
、
淡
路
恵

子
主
演
の
映
画
「
ぷ
り
て
ぃ
・
ウ

ー
マ
ン
」
の
モ
デ
ル
と
な
り
、
全

国
に
知
ら
れ
る
存
在
に
な
り
ま
し

た
。
同
年
、
厚
生
労
働
大
臣
よ

り
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
賞
」
を

受
章
。
平
成
十
七
年
、
さ
き
の

妹
の
孫
で
写
真
家
の
多
々
良
栄え

里り

が
、
さ
き
と
劇
団
の
歴
史
を
ま
と

め
た
本
を
出
版
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
昨
年
大
石
さ
き
は
百
歳
を

迎
え
ま
し
た
。　　
（
小
嶋
良
之
）

　

地
元
の
地
域
お
こ
し
グ
ル
ー

プ
「
王
子
田
会
」
が
二
十
二
年

前
か
ら
制
作
し
て
い
る
も
の
で
、

間
伐
材
や
竹
で
骨
組
み
を
造
り
、

軽
ト
ラ
三
台
分
の
わ
ら
を
使
い
、

ヒ
ヨ
コ
は
杉
の
葉
製
。
一
番
体
の

大
き
い
ニ
ワ
ト
リ
は
、
高
さ
三
・

六
メ
ー
ト
ル
、
幅
六
メ
ー
ト
ル
。

横
に
は
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
が
：
。

　

毎
日
午
後
四
時
半
か
ら
八
時

ま
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
。
道
の
途

中
途
中
に
あ
る
ジ
ャ
ン
ボ
干
支

の
看
板
が
目
印
で
す
。

　

島
田
市
大
代
の
県
道

八
一
号
沿
い
に
毎
年
十
二

月
に
ジ
ャ
ン
ボ
干え
と支

が
登
場

し
ま
す
。
平
成
二
十
九
年

の
干
支
は
酉
。
夫
婦
の
ニ

ワ
ト
リ
と
双
子
の
ヒ
ヨ
コ
の

四
羽
が
お
目
見
え
し
ま
し

た
。
二
月
末
ま
で
展
示
さ

れ
、
駐
車
場
も
完
備
し
て
い

て
、
土
日
に
は
店
も
出
ま
す
。

し
の
王
道
で
あ
る
直
火
式
の
手

火
山
造
り
に
こ
だ
わ
っ
た
鰹
節

は
日
本
全
国
で
も
数
軒
な
の
で

な
お
さ
ら
嬉
し
い
で
す
。

  

現
在
は
、
荒
本
節
の
表
面
を

き
れ
い
に
削
り
、
カ
ビ
を
付
け

て
ま
ろ
や
か
さ
を
増
し
た
本
節

が
主
流
で
す
が
、
荒
本
節
で
も

そ
れ
と
は
違
っ
た
個
性
あ
る
美

味
し
い
鰹
節
が
出
来
る
の
で
当

社
は
荒
本
節
に
こ
だ
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
鰹
節
は
、
気
密
性
の

あ
る
袋
で
で
き
る
だ
け
空
気
を

抜
き
、
冷
蔵
保
管
す
る
と
美
味

し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

ヤ
マ
十
増
田
商
店
と
は

　

明
治
二
十
年
に
増
田
重
五
郎

が
「
マ
ル
十
」
増
田
周
次
郎
か

ら
独
立
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
昭
和
三
十
年
に
現
在

地
に
移
転
し
ま
し
た
。
創
業
か

ら
手
間
隙
が
か
か
っ
て
も
香
の

強
い
良
質
な
鰹
節
が
で
き
る
手

火
山
造
り
を
代
々
継
承
し
て
来

ま
し
た
。
四
代
目
の
父
・
増
田

芳
男
か
ら
つ
ま
ん
で
み
っ
か
シ

リ
ー
ズ
や
そ
ば
つ
ゆ
、
だ
し
パ

ッ
ク
な
ど
新
商
品
の
開
発
を
進

め
、
通
販
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
目
標
は
?

  

せ
っ
か
く
農
林
水
産
大
臣
賞

を
戴
い
た
の
で
、
四
年
後
の
連

続
受
賞
を
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
十
月
か
ら
念
願
だ
っ

た｢

直
売
所｣

を
事
務
所
の
片

隅
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
で
、
皆

様
に
喜
ん
で
頂
け
る
店
に
し
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
百
貨

店
な
ど
の
催
事
に
も
積
極
的
に

参
加
し
て
、
よ
り
多
く
の
方
々

に
ヤ
マ
十
の
商
品
を
知
っ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
退
職
し
、
嘱
託
保
健
婦
と
し

て
の
歩
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
劇
団
誕
生

　

高
齢
者
が
抱
え
る
健
康
や
老

い
、
不
安
に
ど
う
対
処
す
る
か
、

民
生
委
員
仲
間
の
河
村
恭
子
、

小
川
ま
き
、
安
達
み
ね
、
大
畑

せ
つ
、
紅
林
つ
ね
、
鈴
木
み
ゑ

子
と
話
し
合
い
、
劇
団
『
と
も

し
び
』
を
昭
和
五
十
年
に
結
成
。

▲100歳を迎えた大石さきさん

▲藤美園での健康相談

▲劇団結成以前の寸劇風景

▲藤美園での最初の公演

▲「夕空晴れて」のラストシーン

▲映画の解説書 ほのおの歴史を綴った
多々良栄里著の書籍

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

島
田
・
大
代
の
ジ
ャ
ン
ボ
干
支

志
太
新
名
物
探
訪

「
農
林
水
産
大
臣
賞
」受
賞

手て

火び

山や
ま

造
り
一
筋
の
鰹
節
製
造
販
売
店

大
石
さ
き
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
劇
団

増
田 

優
介

㈱
ヤ
マ
十
増
田
商
店

専
務
取
締
役

（
焼
津
市
在
住
）
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むるぶ100号の歩み 2

志太そこ知り物語
前号の「むるぶ１００号の歩み」では、企画記事全般についての歩
みを紹介しました。今号では「志太そこ知り物語」についてご紹
介します。創刊から２０１０年３月までは「藤枝そこ知り物語」でし
た。４月号から「志太そこ知り物語」となります。大まかには人物編、
社寺編、地域遺産編の３分類となります。ここでは分類ごとの概略
史と１００号までの一覧を紹介します。

藤 枝 人 物 伝

焼 津 人 物 伝

志 太 の 地 域 遺 産

藤 枝 社 寺 伝

焼 津 社 寺 伝
人物編は、明治大正期の仮名書道界の大家・小野鵞

が
堂
どう

から始
まり、苦学の書家・沖六

りく
鵬
ほう

、前衛の櫻井琴
きん

風
ぷう

と続きます。教
育界では、蹴球の父・錦

にしごおり
織兵三郎、女子教育の仲田順

じゅんこう
光、作

家では、藤枝静男、小川国夫、加藤まさを、俳人では村越化
か

石
せき

と島田で活躍した田中波
は

月
げつ

です。政治家では、青島村長の
青地雄太郎、政党政治家の山口忠五郎、政治家としても事業
家としても活躍した海野数馬、南洋貿易で名を挙げた岡野繁
蔵です。藤枝市長は、忠五郎の娘婿で初代の山口森三、その
森三を支えた助役の大井新一、森三からバトンを受け継いだ
飯塚正二、静岡県副知事から藤枝で代議士となった高見三郎。
事業界では、立志伝中の人・増田次郎、藤相鉄道の笹野甚四
郎、スズキの鈴木實

じつ
治
じ

郎
ろう

、茶業界の一
ひとこと

言弥太郎、新聞店と興
行の江﨑浮

ふ
山
ざん

などがいます。農業では、柑橘技術者の中山金
作、藤枝宿の侠

きょうかく
客・長楽寺清

せい
兵
べ

衛
え

、岡部を開墾した石井謙次
郎、藤枝大祭の原点を作った長唄界の芳村伊十郎、戦後藤枝
の医療の基礎を築いた二階堂惣四郎、東海の速球王・村松幸
雄、蓮生寺を築いた熊

くま
谷
がい

直
なお

実
ざね

、義民の増田五郎衛門、石上清
兵衛。宇津ノ谷トンネルを作った杉山喜平次、岡部に祀られ
た松岡萬

よろず
などを紹介しました。

水産翁の山口平右衛門、港を築いた持塚彌
や

吉
きち

、鰹節界を牽
引した村松善八、遠洋鰹漁業の片山七兵衛、水産業界の服
部亀吉、海外旋網漁業の近藤三吉、水産加工界の石原忠一、
船舶エンジンの赤阪音七を取り上げました。産業界では、東
海瓦斯の槙

まき
田
た

儉
けん

作
さく

、望遠鏡技術者の法月惣次郎、言論界では、
東洋経済新報の三浦銕

てつ
太
た

郎
ろう

がいます。地域づくりでは、池谷
街道を作った池谷政一郎、上泉の篤農家・山下幸五郎、政
治家では、４代焼津市長の大石虎之助、５代焼津市長長谷
川正孝、教育界では、焼津高校の松永いし、算学者の古谷
定吉、明治の文豪・小泉八雲、世界に禅を広めた林

りん
叟
そう

院
いん

の鈴
木俊

しゅんりゅう
隆、夭折した画家の石田徹也を紹介しました。

日本一といわれる藤枝大祭、小泉八雲ゆかり藤枝だるま、家康
ゆかりの田中城址と田中城御殿、普請４００年の蓮華寺池公園、
藤枝出身といわれる助六親子伝説、東海の別天地・志太温泉、
日本最古の藤枝焼津間人

じん
車
しゃ

軌
き

道
どう

、郷土遺産の志太天神、芸処
藤枝の旭

きょっこうざ
光座、日東紅茶の三井農林藤枝工場、戦後文化遺産・

藤枝音頭、全国区のおばあちゃん劇団、瀬戸川に架かる勝草橋。
旧大井川町の海軍航空隊藤枝基地と特攻を拒否した芙蓉部隊、
志太地区に伝わる八兵衛さん信仰、戦前に完成した日本坂トン
ネルと弾丸列車、昭和三年の御大典記念の焼津節、戦争遺産
として、島田の電波実験所跡を紹介しました。

01 2008 10 藤枝大祭
02 2008 11 田中城
03 2008 12 田中城御殿
04 2009 １ 家康と藤枝
05 2009 ２ 藤枝花火と朝比奈龍勢
06 2009 ３ 藤枝だるまと八雲
07 2009 ４ 仮名の書家・小野鵞堂
08 2009 ５ 苦学の書家・沖六鵬
09 2009 ６ 蹴球の父・錦織兵三郎
10 2009 ７ 孤高の作家・藤枝静男
11 2009 ８ 枝っこ文士・小川国夫
12 2009 ９ 月の沙漠の詩人・加藤まさを
13 2009 10 魂の俳人・村越化石
14 2009 11 初代青島村長・青地雄太郎
15 2009 12 志太益津郡長・杉山喜平次
16 2010 １ 政党政治家・山口忠五郎
17 2010 ２ 柑橘栽培技術者・中山金作
18 2010 ３ 立志伝中の人・増田次郎
19 2010 ４ 焼津水産翁・山口平右衛門
20 2010 ５ 侠客・長楽寺清兵衛
21 2010 ６ 事業家・赤阪音七
22 2010 ７ 教育者・仲田順光
23 2010 ８ 日本武尊と焼津神社
24 2010 ９ 旧幕臣開墾者・石井謙次郎
25 2010 10 長唄・六代目芳村伊十郎
26 2010 11 明治の文豪・小泉八雲
27 2010 12 初代志太病院長・二階堂惣四郎
28 2011 １ 焼津漁港築港の父・持塚彌吉
29 2011 ２ 気骨の政治家・海野数馬
30 2011 ３ 望遠鏡づくり名人・法月惣次郎
31 2011 ４ 並立写真王・江﨑浮山
32 2011 ５ 教育者・松永いし
33 2011 ６ 事業家・笹野甚四郎
34 2011 ７ 焼津鰹節の父・村松善八
35 2011 ８ 南洋の貿易王・岡野繁蔵
36 2011 ９ 地域開拓者・池谷政一郎
37 2011 10 信念の政治家・高見三郎
38 2011 11 関流算学者・古谷定吉　
39 2011 12 初代藤枝市長・山口森三
40 2012 １ 遠洋鰹漁業の創始者・片山七兵衛
41 2012 ２ 芸処藤枝の原点・旭光座
42 2012 ３ ガス事業開拓者・槙田儉作
43 2012 ４ 義民・増田五郎衛門　
44 2012 ５ 東洋経済新報主幹・三浦銕太郎
45 2012 ６ 人間主義俳句を提唱・田中波月
46 2012 ７ 林叟院三十六世住職・鈴木俊隆
47 2012 ８ スズキ第三代社長・鈴木實治郎
48 2012 ９ 東海の別天地・志太温泉
49 2012 10 水産業界の雄・服部亀吉
50 2012 11 「助六」父子は藤枝出身?

51 2012 12 海軍航空隊藤枝基地
52 2013 1 茶・椎茸業界の雄・一言弥太郎
53 2013 ２ 海外旋網漁業の開拓者・近藤三吉
54 2013 ３ 初代藤枝市助役・大井新一
55 2013 ４ サッポロビール静岡工場
56 2013 ５ 普請四百年・蓮華寺池公園
57 2013 ６ 伝説の海軍夜戦隊・芙蓉部隊
58 2013 ７ 高柳の義農・石上清兵衛
59 2013 ８ 水産加工業界の開拓者・石原忠一
60 2013 ９ 日本で最古・藤枝焼津間人車軌道
61 2013 10 上泉の篤農家・山下幸五郎
62 2013 11 志太の庶民信仰・八兵衛さん
63 2013 12 五代焼津市長・長谷川正孝
64 2014 １ 熊谷次郎直実と蓮生寺
65 2014 ２ 四代焼津市長・大石虎之助
66 2014 ３ 二代藤枝市長・飯塚正二
67 2014 ４ 地域文化遺産・志太天神　上
68 2014 ５ 地域文化遺産・志太天神　下
69 2014 ６ 田中城祈願寺・大慶寺
70 2014 ７ 法永長者が開基・林叟院
71 2014 ８ 足利将軍が宿泊・鬼岩寺
72 2014 ９ 岡部郷の守護神・若宮八幡宮
73 2014 10 小川のお地蔵さん・海蔵寺
74 2014 11 厄除けの千手観音・清水寺
75 2014 12 武田家武将が再興・成道寺
76 2015 １ 岡部氏の菩提寺・萬松院
77 2015 ２ 夭折の異才画家・石田徹也
78 2015 ３ 前衛書道家・櫻井琴風
79 2015 ４ 島田の電波兵器実験所跡
80 2015 ５ 義経ゆかりの庭園・普門寺
81 2015 ６ 曹洞宗の古刹・宗乗寺
82 2015 ７ 飯淵のお不動さん・長徳寺
83 2015 ８ 神輿奉納八十周年・立石神社
84 2015 ９ 日東紅茶は藤枝産・三井農林㈱藤枝工場
85 2015 10 小川城主が開基・信香院
86 2015 11 曹洞宗の名刹・洞雲寺
87 2015 12 曹洞宗の古刹・盤石寺
88 2016 １ 岡部・廻沢の松岡神社
89 2016 ２ 谷稲葉・心岳寺と三条実望
90 2016 ３ 岸澤惟安老師と旭傳院
91 2016 ４ 東海の速球王・村松幸雄
92 2016 ５ 駿河国　田中城
93 2016 ６ 焼津郷土愛遺産　焼津節
94 2016 ７ 藤枝郷土愛遺産　藤枝音頭
95 2016 ８ 日本武尊と草薙剣伝説
96 2016 ９ 兵隊寺の称される常昌院
97 2016 10 豪商野口庄三郎と石津水天宮
98 2016 11 一時川・瀬戸川の勝草橋
99 2016 12 日本坂トンネルと弾丸列車

100 2017 １ 大石さきとおばあちゃん劇団

社 寺 の 連 載 は、
藤枝志太仏教会
と焼津市仏教会
の寺院紹介の書
籍が揃ったことで
可能となった企
画です。様々な周
辺資料と、現 地
取材を元に構成
します。田中城祈
願寺の大慶寺は、
久
く

遠
おん

の松で知ら
れて い ま す。 鬼

岩寺は足利将軍が宿泊した寺で黒犬物語が伝承され、洞
どう

雲
うん

寺は、家
康ゆかりの藤八柿の伝説があります。清

きよみず
水寺は県下三大縁日で知ら

れ、宗乗寺は古
こ

刹
さつ

として知られ、心岳寺は公家の三条実
さね

望
もち

ゆかりの
寺、岡部の萬松院は、岡部氏の菩提寺です。若宮八幡宮は、岡部郷
の守護神、立石神社は子育てと病気平癒の神様、松岡神社は、本人
が存命中に生き神様として祀

まつ
られた珍しい神社です。

焼津神社は、日
や ま と

本
武
た け る

尊ゆかり神社で
荒祭で知られてい
ます。石津水天宮
は、小川 地 区の
守護神です。法

ほうえい
永

長
ちょうじゃ

者が開基した林
叟院は、志太地区
の曹洞宗の拠点
寺院で、三十六世
鈴木俊隆は欧米
に禅を普及しまし
た。小川のお地蔵
さんで知られる海蔵寺、武田家の武将が再興した成

じょうどう
道寺、義経ゆかり

の庭園がある普門寺。小川城主が開
かい

基
き

した信香院は、鬼平で知られ
る長谷川平蔵の祖先です。旭傳院は「正

しょうぼうげんぞう
法眼蔵」の第一人者・岸澤惟

い

安
あん

老師が大正時代に住職となり全国から多くの僧が学びに訪れました。
黒松の巨木で有名です。飯

は ぶ ち
淵のお不動さんで知られる長徳寺、盤

ばんせき
石寺

にある山
やまのうちかずとよ

内一豊の判
はんもつ

物は市の指定文化財です。

青地雄太郎

一言弥太郎

笹野甚四郎 山口忠五郎

鈴木實治郎 岡野繁蔵

山口平右衛門

林叟院

芙蓉部隊碑

藤枝大祭り

蓮生寺

焼津神社

若宮八幡宮

飯淵　長徳寺

志太天神　昭和 焼津神社　荒祭

志太温泉 勝草橋

洞雲寺

海蔵寺

清水寺

大石虎之助槙田儉作 池谷政一郎

志 太 そ こ 知 り 一 覧志 太 そ こ 知 り 一 覧
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今
年
は
、
焼
津
・
藤
枝
・
島
田
の

志
太
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
の
駅
周
辺
で
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
し
め
る
。
年
々

全
国
各
地
で
展
開
さ
れ
る
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
お
か
げ
で
一

般
家
庭
か
ら
行
政
、
イ
ベ
ン
ト
、
大
型
遊
園
地
な
ど

家
を
一
歩
出
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
光
の
競
演
に
出
会
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

焼
津
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
は
、
派
手
さ
は
無

い
が
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

静
か
な
情
景
が
魅
力
だ
。

港
町
な
ら
で
は
の
、
情
熱

を
秘
め
た
静
か
で
力
強
い

光
の
言
葉
を
感
じ
る
。

西
暦
二
一
〇
〇
年
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
?

　

シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
静
岡
を
創
設
し
た
と

き
、
ニ
一
〇
〇
年
に
人
口
が
半
減
し
、
少
子

高
齢
化
と
な
っ
た
日
本
で
人
々
に
必
要
と
さ
れ

る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
あ
り
方
と
は
何
か
を
テ
ー

マ
と
し
ま
し
た
。
常
に
人
々
の
心
の
糧
と
な
り
、

寄
り
添
い
な
が
ら
時
代
と
伴
に
進
化
し
て
い
く

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
目
指
そ
う
と
仲
間
を
集
め
、

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
焼
津
市
で
育
っ
た
の
で
、

地
域
を
拠
点
に
活
動
し
、
世
界
を
目
指
す
こ

と
も
最
初
に
決
め
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
想
い
と
活
動
に
理
解
を
示
し
、

地
域
と
未
来
を
築
い
て
い
く
子
供
た
ち
の
た
め

に
活
動
し
て
く
だ
さ
る
方
々
の
輪
が
広
が
っ
て

来
て
い
る
事
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

子
供
の
と
き
に
本
物
に
触
れ
る
大
切
さ

　

大
編
成
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
響
き
は
、
そ
れ

は
そ
れ
で
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
楽
器
の
音
色
や
音
楽
家
の
個

性
は
、
二
の
次
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。　

　

室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
音
楽
で
は
、
一
人

一
人
が
百
％
以
上
の
演
奏
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

必
死
で
奏
で
な
い
と
な
ら
な
い
状
況
が
、
音
色

を
引
き
立
た
せ
、
聞
き
手
に
演
奏
家
の
想
い

と
技
術
が
一
体
と
な
っ
た
音
楽
と
な
っ
て
響
く

の
で
す
。
そ
う
し
た
本
物
の
音
色
と
音
楽
に

子
供
の
頃
に
触
れ
る
こ
と
で
感
性
が
掘
り
起
こ

さ
れ
て
い
く
の
で
す
。

音
楽
の
チ
・
カ
・
ラ
を
信
じ
た
い
！

　

震
災
の
後
、
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
音
楽
が

人
々
の
心
を
慰
め
、
心
に
希
望
と
活
力
を
呼

び
覚
ま
し
、
未
来
を
築
く
手
助
け
と
な
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
今
の
世
に
、
こ
れ
か
ら

の
世
に
必
要
と
さ
れ
る
音
楽
を
発
掘
し
、
聴

い
て
も
ら
い
た
い
。
音
楽
の
力
と
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
音
色
の
美
し
さ
に
出
逢
っ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
思
い
が
強
く
あ
り
ま
す
。

　

二
月
二
十
六
日
の
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
で
の
定
期

公
演
は
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
「
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト

牧
歌
」
と
マ
ー
ラ
ー
の
「
交
響
曲
第
九
番
」

で
す
。
お
聴
き
戴
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

志太の歳時記志太の心風景

焼
津
駅
周
辺
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
達
人

の

円
筒
形
ポ
ス
ト
の
誕
生
は
明
治
三
十
四
年
。

明
治
五
年
に
全
国
に
郵
便
局
が
で
き
、
四
角
い
木

製
の
「
黒
ポ
ス
ト
」
が
誕
生
。
明
治
三
十
四
年
、

赤
色
で
鉄
製
の
円
筒
形
の
ポ
ス
ト
が
誕
生
し
て
、

日
本
の
風
景
と
な
っ
た
。

今
の
円
筒
形
は
、
昭
和
二
十
四
年
に
開
発
さ
れ
た

も
の
。
高
さ
一
三
五
cm
、
幅
四
十
cm
の
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
形
は
な
か
な
か
だ
。
円
筒
形
ポ
ス
ト
に

人
間
味
を
感
じ
る
の
は
何
故
な
の
だ
ろ
う
。

シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
静
岡

芸
術
監
督
・
指
揮
者

（
焼
津
市
を
拠
点
に
活
動
中
）

中
原 

朋と
も

哉や

糧
で
あ
り

常
に

進
化
す
る
も
の

心
の

単
な
る
演
奏
集
団

で
は
な
い

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は

赤
色
鉄
製
円
筒
形
郵
便
ポ
ス
ト

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
い
う
と

大
編
成
の
演
奏
会
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。

欧
州
で
五
百
年
前
に
誕
生
し
た

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、

現
実
世
界
と
共
に
変
化
し
て
き
た
。

こ
の
五
十
年
間
は
、停
滞
の
時
代
。

演
奏
さ
れ
る
音
楽
は
歴
史
遺
産
。

人
々
に
寄
り
添
う
音
楽
と
は
何
か
。

人
生
と
伴
に
歩
む
音
楽
と
は
。

小
編
成
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
音
色
が

音
楽
の
魅
力
を
醸
成
す
る
。
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月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002	
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537	
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，実現したい今年の夢・目標は？
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，むるぶを題材にした川柳を！（100号記念）

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは 広軌幹線 でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1-18-23　㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　1月5日㈭
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

おばあちゃん劇団の最初の名称は？

　〇〇〇〇（ひらがな4文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂き、
アンケートにもお答え下さい。正解者の中から抽選
で、藤枝シネ・プレーゴの「映画招待券（3D不
可）」、または「焼津笑福の湯ご招待券」をプレゼ
ントします。応募人数によりどれかになります。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画招待券

ご入浴券

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒426-0041　藤枝市高柳 1丁目18-23（共立アイコム内）

編集長後記

むるぶ公式 HP・むるぶ Facebook

　１００号を改めて眺めてみて、正直なところよく続い
たなと思います。もちろん末永く皆様に読んで頂きたい
と思って日々取り組んでいるのですが、なかなか企画が
決まらなかったり、突然変更せざるを得なくなったり、
広告が集まらなかったり、印刷直前に記事が出来て穴
が開かずにほっとしたりの８年間でした。（小嶋良之）



1月の休日緊急医

小児科
・

1日（祝） 2日（休） 3日（火） 8日（日） 9日（祝） 15日（日） 22日（日） 29日（日） 1日（祝） 2日（休） 3日（火） 8日（日） 9日（祝） 15日（日） 22日（日） 29日（日）

5

（内・小）朝比奈診療所
（岡部町新舟）
�668･0272

（内・小）櫻井医院
（焼津市上新田）
�622･0122
（内）鈴木内科医院
（茶町四）

�644･6960

杉田整形外科
（瀬戸新屋）
�645･8880

（内）ほしのクリニック
（岡部町内谷）
�667･0100

（小）高洲早川クリニック
（与左衛門）
�636･0021
（内）ハラダ城南医院
（田中三）

�647･1234

ほしのクリニック
（岡部町内谷）
�667･0100

（内）水上内科クリニック
（高柳二）

�634･1200
（内・小）入交医院
（大手二）

�641･0135

藤枝平成記念病院
（水上）

�643･1230

（内・小）柴田医院
（藤枝四）

�641･0127

（内）鈴木循環器クリニック
（高柳四）

�634･3131
（内・小）板倉医院
（田沼四）

�636･0881

神戸整形外科
（焼津市宗高）
�622･3399

（内）いわしたクリニック
（上青島）

�631･6660

（内・小）横山消化器内科
（焼津市下小杉）
�622･0045
（小）小林小児科
（前島一）

�635･2620

いわしたクリニック
（上青島）

�631･6660

（内）花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

（内・小）みやはら内科クリニック
（小石川町一）
�647･5670
（内）すみや脳神経クリニック
（本町二）

�647･5511

花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

（内・小）にわ医院
（藤岡一）

�645･2800

（小）小石川町小児科・アレルギー科・皮ふ科クリニック
（小石川町一）
�644･8800
（内）青島北クリニック
（瀬古二）

�647･7707

よしだ整形形成外科医院
（小石川町四）
�645･9200

（内・小）藤岡クリニック
（藤岡二）

�641･6288

（内）吉田クリニック
（大洲四）

�634･0006
（内）山﨑クリニック
（志太二）

�645･1211

山﨑クリニック
（志太二）

�645･1211

（婦）香山婦人科クリニック
（水上）

�647･6200

森耳鼻咽喉科
（大洲一）

�635･8687

村松耳鼻咽喉科
（藤枝五）

�641･5318
（精）心のクリニック
（駅前一）

�644･2928

たなか耳鼻科
（焼津市小柳津）
�621･5888

藤枝診療所
（高洲）

�635･8749

仲神医院
（焼津市中新田）
�623･0805
（産・婦）鈴木レディースクリニック
（大洲四）

�636･5511

藤枝眼科クリニック
（青木二）

�647･7770
ふじえだ耳鼻科
（上藪田）

�648･1000


